






要約:先天性心臓病術後患者の遠隔期の不整脈の有無と種類は、生活管理の上で問題となる

ことが多い。そこで、術後遠隔期不整脈の経過観察の一手段としてのホルター心電図検査

の意義について検討をおこなった。普通心電図および運動負荷心電図検査で何ら不整脈を

有しない群のホルター心電図結果からは、特に有意な不整脈は発見されなかった。また、

何らかの有意の不整脈を有する群の大部分は、術後に心機能や、解剖学的な問題を残して

いる症例であった。 


